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ナイチンゲール『看護婦の訓練』註解
青山英子
看護の友の社


───────────────────────
        


Ⅰ　ナイチンゲール
　　『看護婦の訓練』解題


　今回、紹介するのは、1882年に発表された『看護婦の訓練と病人の看護』という二つの論文のうち、第一の論文である『看護婦の訓練』の註解書である。この『看護婦の訓練』は次の五つの見出しのもとで論が進められている。

一　看護婦にとって良い訓練のための学校の要件
二　すべての見習生のための課程
三　訓練することを訓練する
四　定期試験、学習の進み具合や試験の定期的記録
五　訓練のための学校の職員

　ナイチンゲールは、看護婦の教育について論じる場合、看護婦の初期の教育こそがその看護婦の人生にとって大変重要な意味を持っていることを全面的に認めていた。そして、それは、彼女が看護に関して書いた著作の中で何回も何回も繰り返している原則であった。看護訓練生が自分の仕事を十分に理解し、それに真底からの興味を抱くようにならない限りは、その看護見習生が有能な看護婦になることは決してないであろうとナイチンゲールは常々訴えていた。

「訓練にあたっている看護婦は、まず、生徒としての看護婦が自分の受け持っている事例に興味をいだくようにしなければならない。生徒はその病人の苦しみを感じ取らなければならないのであり、もし、それらの事例がどのようなものであるかわかっていないならば、その生徒はその事例に看護婦としての興味を持つことはできない。彼女が関心を抱いた事例に対しては、彼女の看護は二倍の働きをする。」

　そして、ナイチンゲールによれば、『訓練』を行うためには理論的なものと実践的なものとのバランスを保っていなければならないと説いて、詳細な訓練課程の説明に入っていく。そこで特に強調されているのは、「看護婦の訓練生が理解すること」の重要さである。
　ナイチンゲールは、看護婦の訓練は、看護婦の訓練生が理解を促進する上で、それにふさわしい雰囲気や環境の中で進められるべきであると言う点に関しても強い関心を向けていた。そのために、訓練生のことをよく理解して家庭的な感じを持たせるようなマトロンやシスターの存在が重要になってくるという。ホーム・シスターは訓練生にとって母親のような存在でなくてはならない。そういう母親を持たない訓練学校は質が悪い学校であるとさえナイチンゲールは言っていた。それゆえに、看護訓練者自身も、看護教育の仕事についての特別な教育を受けていなければならないのである。
　ナイチンゲールは、この論文の最後の部分で、「訓練についての一般的な考察」という見出しのもとに、自身の個人的な臨床経験と知識とに照らし合わせて、すべての質の高い看護のまさに基本となるものについての考えを要約している。

「一年間の訓練は看護婦に看護のＡＢＣを教えるのにすぎない。つまり、自分ひとりで学ぶこと、医師の指示を理解することを学ぶこと、そして、自分自身の経験から読み取ることを学ぶこと、それらをどのように続けていくかを教えるに過ぎない。―それも単に経験の法則によってだけでなく、彼女の考えの中で彼女を導いていく思考や観察の法則に従って行動するようになる。」

「訓練によって看護婦は自分に与えられた指示を実行する際、最善のことをなすことができるようになる。―つまり、一個の器械としてではなく、一人の看護婦として、すなわち、指示に忠実であることの意味は、自分自身の考えを持つこと、言い換えれば強い責任感をもつことを抜きにしては考えられない。まさに、これが真の信頼を生むのである。」

　ナイチンゲールが看護婦に関して『訓練』という言葉を使う場合、そこにはある独特な二つの意味を持たせていたことが分かる。一つは、看護婦になるためには必ず『訓練』を受けなければならないこと。もう一つは、その『訓練』には他の方法をもってしては決してできないある条件と過程があり、それは看護のわざ（アート）の奥儀に達した者のみが知ることができると言うことである。それは、知識や技術の教育ではなく看護というわざについての訓練なのである。つまり、看護婦が実際に臨床に携わりながら、他の訓練された看護婦から手ほどきを受けることによってのみ、身につけられる看護のわざ(アート)なのである。
　更にこの論文の最後の部分で、ナイチンゲールは『規律』という言葉でも説明している。「これは、与えられた規律にひたすら厳密に従いつつ己の全身心をもって自ら修練をつんでいくこと」を意味するのである。のちにナイチンゲール看護システムと呼ばれることになる看護訓練法は、決して単なる看護教育のシステムを意味するものではなく、その根底にはナイチンゲールの看護観と理念が綿密に巧みに組み込まれていることを、この看護婦の訓練に関する論文より私たちは読み取ることができるのである。









見出しを入力します


本文を入力します





Ⅱ　ナイチンゲール『看護婦の訓練』註解
１　訓練とは何がなされねばならないかだけではなく、どのように成すべきかを教えることである。内科医又は外科医は何がなさればならないかを指示する。訓練では、祖に指示に従って実施する方法を看護婦に教えなければならない。また、そればかりではなく、なぜ、あのことではなくこのことが為されるかを教えなければならない。同様に、諸症状について、また、諸症状が疾病や病変の何かを表してしているのか、また、そのような症状の「因果関係」についても教えなければならない。
　
【註解】
　ナイチンゲールが看護婦に対して、「訓練」という言葉を使用する場合、ある独特な二つの意味を持っている。ひとつは、看護婦になるためには必ず訓練を受けなければならないこと、もうひとつは、その訓練には他の方法をもってしては決してできないある条件と過程があり、それは看護のわざ（アート）の奥儀に達した者のみが知ることができるものである。
『訓練とは、看護婦に病人が生きるように援助する方法を教えることである。病人を看護することは、一つの芸術である。しかも、系統的で実施に即した科学的な訓練を必要とする芸術である。』（病人の看護と健康を守る看護）
『訓練とは、看護婦に、神が健康をどんなふうに創り、病気をどんな風に作られたかを教えることである。』（病人の看護と健康を守る看護）
『訓練とは、生と死、健康と病気と言った途方もない大きな事実に直面して、正確に観察し、理解し、正確に知り、実施し、正確に報告すると言う自らの仕事を自覚するように教えることである。』（病人の看護と健康を守る看護）
『訓練を受けることによって、看護婦は、健康や生命を回復する働きに対し、自分で判断できる範囲内で手を打つ方法を学ぶ。』（病人の看護と健康を守る看護）
『どのような訓練を受けたとしても、①感じる事②自分で物事を考えること、この二つが会得できなければ、その訓練も無用のものになってしまうものです。もし、私たちが正しい宗教的な感受性と目標を持たないとしたら、病院勤めも、単に決まりきった日課と空騒ぎとかしてしまいます。』（看護婦と看護見習生への書簡1873年）
『訓練とは何でしょうか。私たちはあなた方の中にあるものを引き出したいのです。訓練とは、あなた方の中にある財産を、あなた方が活用できるようにすることなのです。訓練とは既にあなた方が知っていることを引き出すことなのです。』(看護婦と見習生への書簡1883年)


２　医師の指示は、そのほとんどが条件付きのものである。看護婦がどんな立場に置かれようと、その看護婦に何を行うべきかを教えるだけでは不十分であるし、また、彼女を一人前の看護婦に仕上げるのにも不十分である。自分自身の五感によってとらえられた様々な印象について、行き届いた心を向けさせる訓練された力―これが看護婦であるところの《必要条件》である。というのは、そのさまざまな印象は、その患者がどんな状態にあるかを語り掛けてくるからである。看護婦の眼と耳とは訓練されていなければならない。嗅覚や触覚は二本の利き手のように大切なものであるし、味覚は看護婦にとって頭のように欠くべかざる働きをすることがしばしばある。

【註解】
　一人前の看護婦になるためには、自分自身の五感によって行き届いた心を患者に向ける訓練された力を身に着けることが重要であり、優れた看護婦になるための《必要条件》であると言える。患者の顔や態度、声に表れる変化の意味を理解すべきであるという主旨にもとで、五感による看護観察の重要性を説いている（『看護覚え書』より、看護婦とは何か。）


３　観察力は訓練によって常に進歩していく。―訓練を欠いていては観察力がほとんど働かないのは本当である。というのは、訓練された観察力なしでは、看護婦は何を探して見つけてよいか分からないからである。

【註解】
　看護においては、何にもまして、観察力を身に着けるための「訓練」が必要になる。そして、「訓練」によって、観察力を身に着けるにも、看護婦は日々、前進していかなければならないという進歩主義の発想がナイチンゲールの思想の根底に見て取れるのである。


４　病人をただ見つめるだけでは『観察』とは言えない。眼で見ることは必ずしも見て取る事ではない。看護婦が事態を正しく見て取るためには、また、医師の不在中に起こった事柄を間違いなく告げるためには、眼で見ることについての高度の訓練を必要とする。外傷は種々の点でその経過が、見ればわかることが多いことから、外科的な分野よりも内科的な分野のほうがより高度な観察力を必要とすることがある。しかし言うまでもなく、最も鋭い観察力が求められるのは小児の場合である。というのは、小児は経過を自分で話すことはできないし、こちらから質問しても正しく答えてくれるとは限らないからである。

【註解】
　対象となる患者をただ眼で見ることが観察なのではない。高度の観察力を必要とするのである。小児看護における看護観察の重要性が説かれている。


５　良心的な看護婦だからと言って、よく観察する看護婦であるとは限らない。　

【註解】
　道徳的な態度として良心的な看護護婦を求めていないわけでは無い。しかし、それで十分ということはなく、訓練によって身に付いた高度の看護力をナイチンゲールは求めている。


６　病人の生と死は、優れた観察者がそばにいるかないかによって決まると言ってよい。

【註解】
　看護の仕方如何によって、病人の生と死を分ける結果が違ってくるのである。優れた看護観察によって、病人の生と死は影響を受けると言っても過言ではない。

７　訓練された観察力をもたない看護婦の報告は、医師にとって役に立たない。よくあることだが、その場合、最も望ましいことは、医師が賢明であって、彼女の報告を気にかけない事である。訓練された観察力をもたない看護婦は、医師の指示すら理解して実施することができないからである。
　
【註解】
　看護婦は医師の業務の遂行にとっても役に立つ報告を提供しなければならない。そのためにも看護婦は訓練された観察力を磨く必要がある。


８　疾病の症状を観察することは非常に大切である。しかし、更に大切なことは、できるかぎり看護上の症状を観察することである。つまり、疾病のせいによる症状ではなく、看護が不十分（fault）であるために生じる症状を観察によって見て取ることである。

【註解】
　看護師の業務として疾病の症状を観察することが大前提として重要である。さらに重要なことは、看護が不十分であることによって生じている症状を観察によって振り返って見ることである。これは、反省的な実践行為を言っている。看護リフレクションとして、最善の看護行為を理念にかかげ、そこに足らない部分を反省的に振り返ることにより、不十分な看護によって引き起こされているかもしれない症状を看護観察によって知り改善していくことが重要である。


９　思考によって《何を》しなければならないかがわかる。

【註解】
　看護におけるクリティカルシンキングを説明している。クリティカルシンキングは、日常の決まりきったことをする時のような思考をともなわないものではなく、証拠（事実）に基づいた判断を下すことに狙いがある。クリティカルシンキングは、科学の原理と科学的方法を基本としている。
 　看護場面でのクリティカルシンキングの定義としては、意図的な目標志向型の思考を引き出すことである。そのために、看護師は憶測ではなく、証拠（事実）に基づく判断を下すことである。それは科学の原理と科学的方法を基本とする。その人間の潜在能力を最大限に活用する方略が必要であり、その人間性ゆえに起こる問題を補償することになる。


１０　訓練によって《どのように》それを行わなければならないかがはっきりする。いうまでもなく、訓練と経験とは、《どのように》《何を》観察すべきか、そして、《どのように》《何を》思考すべきかを学ぶためになくてはならないものである。

【註解】
　思考によって《何を》しなければならないかを説明した後で、訓練を行うことによって、どのように思考が行わなければならないかがはっきりすることを説いている。そして、その思考により訓練が行われる。訓練と経験を増すことで、更に看護観察がどのように、何を観察しなければならないかを学ぶことができると言っている。
　ナイチンゲールは、訓練によって私たちが得るべきものは、どのように自分を訓練するか、どのように自分を観察するか、どのように自分でものを考えられるか、この三つにつきるとしている。（看護婦と看護見習生への書簡1973年）


１１　観察は私たちに事実を告げる。思考は事実の意味を告げる。
　　
【註解】
　看護観察は私たちに、患者に起こっている病状や生活状態における事実を告げる。そして、看護観察の基本はその事実を把握することである。看護観察の対象となるものは病人・患者であり、また、病人や患者が置かれた状況である。更に看護師は、観る・聴く・触れる・嗅ぐなど、自らの五感を通じて「看護観察」を行う。看護の世界においては、病人や患者の訴え、また、病状・症状の状態に関する事実を的確につかみ、読み取ることは、ナイチンゲールが説く看護観察の中心的課題である。


１２　思考は観察力と共に訓練を必要とする。そうでないと訓練を欠いた看護師は、いわゆるにせ医者のように、疾病における前後関係と因果関係を混同するはめに容易に陥ってしまう。―看護師は観察と思考とにおいて訓練された力を持っていなければならない。

【註解】
　看護師は、実際の臨床の現場に於いて看護行為を行う際に思考を働かせる。看護師によって重要なのは、臨床的な看護観察力である。その際の思考は看護観察力によって身につくものである。そして、その看護観察力を向上させるのにも訓練を必要とするのである。

１３　指示に従うことこそ、指示を理解することであるし、指示をはっきり理解することは、とりもなおさず指示に従うことになる。言われたことを彼女に理解できるようにする「訓練」が身についていない限り、言われたことをどのように行ってよいか看護師には知るすべもない。それは、彼女が全身心を従うようにする訓練―人間的なそして規律的な「訓練」が身についていない場合も同様である。

【註解】
　医者からの指示に従い言われたことを忠実に守るということも「訓練」の内になされるものである。看護師は、このことが身についていない限り、言われたことをどのように行ってよいか明確に理解することはできないと言ってよい。同様に、人間的な規律的な訓練が身についていない場合にも言えることである。「指示に従い言われたことを忠実に守る訓練」とは何を意味するか。それは、相手の声に耳を傾ける、聴くことにおける重要性である。素直に聞くと言う態度が無ければ、本来、成されなければなら事が明確に表れてこないものである。


１４　善良で聡明な女性であることなしには、善良で聡明な看護師とは言えない。

【註解】
『優れた看護婦は優れた女性でなければなりません。』優れた女性とは、医師の指示に従って、自分の持てるもの最上のものーその知性、倫理、実践のすべてにおける最上のものを患者におしみなく与える女性のことである。（1897年：看護婦と見習生への書簡より）


１５　広い意味での「訓練」が意味しているもの、＜よい訓練のための学校＞の必要条件、人間的かつ規律的「訓練」が意味しているもの、そして、どのようにすればそれが達成されるかということなど、これからのことが明確に理解されるようにしたい。
　訓練のための学校のために本質的な事柄を手短に述べると次の二つがある。
（ア）看護婦は訓練という目的のために組織準備された病院で技術的に訓練されるべきである。
（イ)看護婦は人間的かつ規律的生活をするに適した「ホーム」で暮らすべきである。

【註解】
　善良な看護婦を訓練し育てるためには、学校全体として、善い訓練を行う看護学校でなければならない。ナイチンゲールは「看護教育」という言葉を使用していないに留意する必要がある。彼女によれば、「訓練」によって人間的かつ規律的な素質を身につけられる組織的な学校が必要条件である。その「訓練された看護婦」を育てるのが「ナイチンゲール看護学校」であり、学校が準備した病院での臨床の場なのである。そして、加えて、看護婦が人間的か規律的生活をするに適した環境として設定されたのが「ホーム」という概念である。






見出しを入力します


本文を入力します





一　看護婦にとって良い訓練のための学校の要件



（１）少なくとも一年間の実施の技術的な訓練を、病院の病棟のなかで、訓練することの訓練をうけた婦長（ロンドンの病院では「シスター」）のもとで受ける。また、できるならば、二年目に、より進んだ理論的な講義とともに、病棟看護婦として（昼間と夜間）の訓練が望ましい。

【註解】
　少なくとも一年間の実施の技術的な訓練を、病院の病棟のなかで、訓練をうけた婦長により受ける。

地域看護婦については、さらに三か月間の貧しい人々の病床の訓練を、訓練を経て訓練を受けもっている地域看護監督の下で受けることを欠かすことができない。

【註解】
　病棟看護婦の訓練期間に対し、地域看護婦は更に三か月間の訓練が必要になる。

　看護婦見習生への訓練は、婦長（シスター）によって、部下の看護婦を指導したり患者の世話をしたりする仕事と同様に、大切な責任ある仕事であるべきである。
　その訓練に関していえば、まず週ごとの記録が必要である。これは「職務リスト」に対応する項目が印刷されており、見習生(学生)が示す病棟看護の仕事においての進捗の程度や、また、それに必要な人間的素養においての進境を婦長が記録するためのものである。次に月ごとの記録がある。これはそれぞれの婦長が各見習生に対してどのように義務を果たしているかについて総婦長が書き入れるものである。それらの記録は全て管理機関によって定期的に吟味される。

【註解】
　看護見習性ヘの訓練に関していえば、まず週ごとの『看護記録』が必要である。
次に月ごとの記録がある。これらの記録は全て管理機関によって定期的に吟味される。


（２）病院の教授たちによる臨床講義がある。看護婦の特別な職務に関連した主題についての講義がある。たとえば、空気、水、食物などに関連する化学の講義。身体の主なる機能の知識に関する生理学の講義。内科や外科での種々の問題についての総括的な講義などである。一年に少なくとも四回の筆答または口頭による試験が全て看護婦に適した形で行われる。解剖学や化学や他の図表を用いる講義やデモンストレーションが行われるが、これらはすべてマトロン（看護監督）と見習生の教師(看護教師とホーム・シスター)との出席と配慮のもとに行われ、特に看護婦に適した形となっている。また、看護婦たちを指導するために特に選ばれた病院の教授か病院医師のひとりが医学教師の教育に携わっている。
　専門的書籍を所蔵した看護婦のための図書館がある。これは、見習生が目的もなくあちこち読んだりするためのものではなく、医学教師と看護教師の指導のもとに注意深く利用されるためのものである。

（３）能力ある教師が見習生の頭の中に専門的に教えるということをしっかりと植え付けるためのクラスがある。見習生の教師たちは、とりわけホーム・シスターは、「ホーム」を文字通り「憩いの家」とすることができ、そこに生活している見習生を訓練し規律を守るようにして、道徳的にも風俗習慣的にも、それを欠いていてはどのような看護婦にもなれないと言う規律や道徳からも、優れた人物に仕上げ、また、自分の隣人に対してと同様に神に対しても義務感と豊かな感情を育むよう導かなければならない。

【註解】
　ホーム・シスターの役割は、見習生たちを専門的に教える立場にあり、その役割を果たす。そして、「ホーム」を文字通り憩いの家とすることができ、そこに生活している見習生を訓練し規律を守るようにして、道徳的にも風俗習慣的にも、それを欠いていてはどのような看護婦にもなれないと言う規律や道徳からも、優れた人物に仕上げ、また、自分の隣人に対してと同様に神に対しても義務感と豊かな感情を育むよう導かなければならない。


（４）そこにいるすべての女性に対して権威と規律とをもっている人が訓練された看護監督である。彼女は病院のマトロンであり、また、病院中で最も優れた看護婦でもある。彼女は自分の部下の看護婦たちに対して、こうなってほしい、訓練によってこのような看護婦になってほしいという、まさにその模範であり指導者である。

【註解】
　病院のマトロンは、すべての女性に対して権威と規律とをもっている人であり、訓練された最も優れた看護監督である。マトロンは、自分の部下の看護婦に対して、理想的な看護婦になってほしいと常に願う看護師であり、模範的指導者である。


（５）全体の機構は、この訓練を系統立てて行なったり、折々のテストや試験を施したりするばかりでなく、病棟では、見習生に適当な援助を与えることによって、彼女たちが看護助手であるとともに生徒としても学習ができるように、とりわけ、その学習を看護見習生であると共に真の道徳的な活動ともなるように時間的余裕をあたえている。というのは、看護は見習生への訓練であるとともに看護の目指す理念の実践そのものでもあるからである。


（６）睡眠や授業や食事も配慮的で行われる。勤務と教育と学習も按配される。環境は道徳的で宗教的かつ勤勉で節度がある上に、朗らかな調子や雰囲気に満ちている。だからどの階級の若い善良な女性が入ってきても、心身の健康を損なうような心配が全くない。一つの「ホーム」としての訓練学校と病院とか運営されている。道徳的で精神的に高める援助があり、慈しみに満ちた母親のような気づかいがすべてに及んでいるので、全体が優れた女性達を訓練し、誘惑を退けさせ、現実に与えられた仕事に取り組むことができる状態になっている。
そして、それはロマンティックなところでもなく、いやしいところでもない。その理由は、できるだけ良い病院しようとすれば、病院看護婦は家庭にいる女性や火事に携わる女性よりもずっと多くのこのような援助を必要としているにも関わらず、より少ない援助しか得られない状態であるからである。
どの病院も病院自身とその附属施設のために看護婦訓練のためのこの様な学校であるべきである。地域看護婦や個人看護婦も病院でそのように訓練されなければならない。だから彼女らは特に自分たち自身のための訓練学校を持っていない事になる。教授たちや医療スタッフたちはいつも病院の病床のそばにいるわけではないし、看護婦に何を行うべきかをいつでも教えられるわけではない。だから教授たちに生徒として看護婦に臨床講義やほかの講義を行ってもらうと良い。とりわけ、これが必要なのは婦長やマトロンや看護監督に将来になるまであろう人達に対してである。どんな訓練のための学校であっても、それが成功するか否か鍵は、看護婦は他の人々を次の2点について訓練できるように、自分自身を訓練したかどうかにある。すなわち、（ア）病棟看護について、（イ）事例一つ一つにおいて内科や外科医が指示したことが理解でき、かつそれを遂行できることである。

【註解】―『よい看護婦訓練学校とはどのようなものか。』（病人の看護と健康を守る看護）より
病院管理面で最も好ましい条件はつぎのとおりである。
　第一に、理事会から権限を委任された、一般市民である専従の理事長を擁する非専門職による優秀な管理体制
　第二に、往診医と病棟医からなる強力な医師団、及び看護学校
　第三に、看護婦の指導や修練に対し事実上の責任を持つという観点からの病院管理。―基礎として良い病院組織が得られたならば、さらに次の条件が要求される。（１）訓練を目的とした特殊な組織（２）見習生のための病院内に設けられた良い「ホーム」（３）訓練学校の職員―(a)全般を司る経験豊富なマトロン(b)ホーム・シスター(徐監督)(c)病棟のシスター(看護婦長)
　






二　すべての見習生のための課程



（１）看護助手としてまた見習生として、つぎの病院各分科のひとつか、それ以上の病棟で継続的に仕事をすること。男子そして女子の無いか、小児科、産科、眼科、性病科、の各科で、一二か月ないし三か月。できれば医学教師の受け持つ病棟が最後になるのが望ましい。この過程の順序としてはできれば女子の内科病棟から始まるべきである。同一の病棟に二人のまったく新しい見習生が配られないようにする。看護見習生と婦長見習生が組み合わされると良い。

（２）婦長の晩餐時や看護婦たちの休憩の時間などに、病棟に責任をもって働くことは病棟管理を学ぶことになる。訓練も十分に進んできたとき、正規看護婦の休日に、彼女に代わって昼間部または夜間の正規の看護業務を果たすこと。一年間の訓練中に少なくとも一か月の―1回に二週間の夜間勤務を経験すること。

（３）訓練が十分身についてきたら、昼間または夜間に特殊な事例―たとえば卵巣摘出術や結石摘除術や器官切開術を受けた患者やチフスの患者など、そして個室病棟を受け持つこと。

（４）あらゆる種類の包帯術を学ぶこと。

（５）婦長から「カルテ」またはベッド票の読み方を学ぶこと（特に内科病棟）

（６）病棟勤務の日誌をつける事―この日誌のほか、各見習生はひと月に少なくとももう一度彼女の一日の勤務についてのあらましを書かなければならない。単に病棟助手としてや看護助手としてばかりではなく、訓練中の見習生として、すなわち、その日、彼女が何を病棟シスターや病棟看護婦から学んだかとか、病棟における特殊な症候から何かを観察していたかを記すのである。その記録を欠くのはこの日ですよという通告は、その日の仕事が終わってからなされる。

（７）諸事例について注意深い記録がとられる。医学教師が選んだ事例について、見習生各自が規則的に事例報告を書く。事例報告は種々の題目を持っている。―「体温」「脈拍」「呼吸」（朝と夕に計られる）、「睡眠」「栄養」「尿」「便」（24時間ごとに記される）などが量と性状ともに観察され記録される。（特別な場合には「体温」は毎時間ごとに、または15分おきに計る事を内科医が要求することもある。また、毎日英語で記され「カルテ」には転記されない「治療」という項目がある。ほかにもそのような項目がいくつかある。それらとは別に、ひとつの項目があって、その疾病の原因、すなわち、その事例の現実の病歴の始まり―たとえば汚い空気や汚水によってチフスや他の汚物による疾病が起こったなど―転帰に至るまでが書かれる。これらの事例報告は病棟主任や学習主任や医学教師によって十分に点検される。医学教師は自分の受け持ちの病床で見習生の病状の取り方を照合すべきである。

（８）全ての講義ノートを注意深くとること。これもまた、学習主任や医学教師から指導される。

（９）病棟で看護した諸事例についての図解を読みまた見る事。(将来を期待される見習生ならば、書物のなかに自分の受け持った事例を見つけて鋭い専門的な興味をおぼえ、励まされるであろう。)

（１０）内科医や外科医が回診中に学生たちに述べた所見の内、見習生にとって適合するものをその後の記憶がまだ新しいうちに書き留め、「ホーム」シスターの指導により詳しく書くこと。

（１１）病棟シスターや医学教師から、看護の中で何を成すべきかとそれをどう実施するかについて、学んできたことを詳しく書くこと。また行われたことがなぜなされたか、何故他のことではなかったかについても。さらに症状やその症状の「因果関係」についても詳しく書くこと。

（ア）以上のような事柄のために、必要な時間が与えられないと、一般に看護見習生はうぬぼれた、病棟の働く機械と堕してしまうであろう。また、(イ)このこと柄のための制度が準備されていないと、彼女らは患者に対してだらだらと、しかも小間切れに研修年限をすごしてしまい、実際の看護―それは内科医や外科医の指示を十分に理解し完全にそれを行うこと―においては、たいした進歩もないことになってしまうであろう。

【註解】
　看護助手としてまた見習生としての看護学校での学びの一年間に、病院各分科のひとつか、それ以上の病棟で継続的に実習を行うこと。小児科、産科、眼科、性病科の各科で臨床実習を学ぶこと。正規看護婦の業務に沿って、昼間部または夜間の正規の看護業務を果たすこと。一年間の訓練中に少なくとも一か月の―1回に二週間の夜間勤務を経験すること。訓練が十分身についてきたら、昼間または夜間に特殊な事例―たとえば卵巣摘出術や結石摘除術や器官切開術を受けた患者やチフスの患者など、そして個室病棟を受け持つこと。

　病棟勤務の日誌をつける事―この日誌のほか、各見習生はひと月に少なくとももう一度彼女の一日の勤務についてのあらましを書かなければならないこと。諸事例についても注意深い記録がとられること。
　全ての講義ノートを注意深くとること。これもまた、学習主任や医学教師から指導を受ける事。ホーム・シスターの指導により詳しく書くこと。
　　　






三　訓練することを訓練する


看護婦が他の看護婦を訓練できるようになるには特別な訓練が必要である。これには病院において一年または二年以上の期間さえも必要である。訓練できるように訓練するについては、以下のような組織が要求される。

（１）訓練のための学校の図書室の本を読んだ医学教師によって計画された、継続的な読書の過程。たとえば、週に二回、午後をそのための時間とする。そのうち少なくとも1回は学習主任(ホーム・シスター)が指導に当たる。

（２）定期的に医学教師が口頭試問を行うこと。訓練中の看護師はだれでも、他の人々を訓練するための表現能力を身につけなければならない。医学教師は質問に応えさせることによって、その能力を養わなければならない。または見習生同士のあいだでの試験を工夫して行う。

（３）一年に少なくとも四回、医学教師の出題による筆記試験を受ける。看護における与えられた主題について小論文を書くこと。

（４）諸講義について周到な注意が払われたノートを作る。これは専門的講義を理解させるときに、自分自身が練習させられたように、他の人々をも将来、練習させることができるためのものである。

（５）諸事例について周到な注意が払われたノートを作る。これは将来、訓練する立場に立つときの試金石のようなものである。もし彼女が、自分が受け取った症状について観察し理解できないのなら、どのようにして他の人々観察し理解することを教えることができるだろうか？もし彼女が行われたことの理由を学ばせることができるだろうか。彼女の受け取った事例について十分に研究をすること。

（６）彼女が見習生として配属されている病棟で、その婦長たち医学教師や内科医または外科医から、次のことを、その都度いつも注意深く学ぶこと―何の症状が出ているか、かくかくの成り行きでは、どのような症状が出てくるとか予想されるか、とともに、その症状の意味―因果関係を学ぶこと。外傷や外科的損傷や手術が「良くなるように見える」そして、「悪くなるように見える」ときがわかるだけでなく、何故、そのように見えるのかがわかり、その何故を他の人々に話せる事。何が行われるべきか、そして、どのように行うべきかがわかるばかりでなく、なぜ、それを行うべきでで、それ以外のことではいけないのかがわかること。

（７）初期のところは別にして、一年に少なくとも二回は、夜勤監督と共に一週間かそれ以上の夜勤巡回を行うこと。このことは、夜勤監督にとっても見習生にとっても等しく有益な事である。将来、病棟シスターやマトロンになるような見習生は、少なくとも3か月間、夜勤のスタッフナースとして、経験のある夜勤看護婦の指導を受けていなければならない。それによって、病院・病棟の夜勤看護婦のもろもろの責任がどのようなものであるかを学ぶのである。

（８）初期のところは別として、少なくとも1週間ほどリネンルームで過ごすこと。

（９）訓練のための学校を受け持たなければならない将来の監督者は、1年に少なくとも2週間、彼女の訓練期間中に約6か月間から9か月間、できれば「ホーム」で、学級を教えるかその助手を務め、「ホーム」主任の秘書的な仕事のほかは何でも行って学ぶべきである。

(１０)病棟シスターが休日の時、その職務を一時的に果たすこと。最もよいことはホーム・シスターが休みの時、その仕事をしてみること。もちろんこのことは見習生の初めのころには、どのように才能のある人にも任せられない仕事である。

（１１）最も簡単な病棟の仕事―例えば洗面所の金のたらいや容器を洗うことなど―に関しては、言われなくても彼女ひとりで完全にできるようになり、他の人にもそれを行うよう教えることができるようになったら、彼女にやらせなくてもよい。病棟の仕事全体にわたっていえることだが、見習生として6か月間の経験を積む前には、普通このようなことはできない。

（１２）より高い地位の仕事に対して二年目または三年目の訓練がある。病棟シスターとしての経験があり、なおかつ監督補佐として訓練ずみの看護監督のもとで少なくとも1年間の経験がないかぎり、総婦長または看護監督になる資格はない。

（１３）マトロンはマトロン候補者や監督の候補者に自分の仕事に必要な見識を学ばせねばならない。マトロンの仕事についての試験や種々の試問が行われなければならない。


　【註解】
〇見習生など他の看護婦に対して指導を行う看護婦自身にも特別な訓練を受ける必要がある。この訓練を行うには病院において一年または二年以上の期間さえも必要となる。
〇このための訓練を行うための組織体制は以下のことが必要となる。
※医学教師によって計画された訓練のための学校の図書室の本の継続的な読書の過程。たとえば、週に二回、午後をそのための時間とする。そのうち少なくとも1回は学習主任(ホーム・シスター)が指導に当たる。
※定期的に医学教師が口頭試問を行うこと。訓練中の看護師はだれでも、他の人々を訓練するための表現能力を身につけなければならないこと。また、医学教師は質問に応えさせることによって、その能力を養わなければならない。または見習生同士のあいだでの試験を工夫して行うこと。
※一年に少なくとも四回、医学教師の出題による筆記試験を受ける。看護における与えられた主題について小論文を書くこと。
※諸講義について周到に注意が払われたノートを作成すること。これは専門的講義を理解させるときに、自分自身が練習させられたように、他の人々をも将来、練習させることができるためのものである。
※実際の臨床での諸事例についての周到な注意が払われたノートを作製すること。
※一年に少なくとも二回は、夜勤監督と共に一週間かそれ以上の夜勤巡回を行うこと。このことは、夜勤監督にとっても見習生にとっても等しく有益な事である。将来、病棟シスターやマトロンになるような見習生は、少なくとも三か月間、夜勤のスタッフナースとして、経験のある夜勤看護婦の指導を受けていなければならない。それによって、病院・病棟の夜勤看護婦のもろもろの責任がどのようなものであるかを学ぶのである。
※少なくとも一週間ほどリネンルームで過ごすこと。
※訓練のための学校を受け持たなければならない将来の監督者は、一年に少なくとも二週間、彼女の訓練期間中に約六か月間から九か月間、できれば「ホーム」で、学級を教えるかその助手を務め、「ホーム」主任の秘書的な仕事のほかは何でも行って学ぶこと。
※より高い地位の仕事に対して二年目または三年目の訓練がある。病棟シスターとしての経験があり、なおかつ監督補佐として訓練ずみの看護監督のもとで少なくとも一年間の経験がないかぎり、総婦長または看護監督になる資格はない。
※マトロンはマトロン候補者や監督の候補者に自分の仕事に必要な見識を学ばせねばならない。マトロンの仕事についての試験や種々の試問が行われなければならない。







四　定期試験、学習の進み具合や試験の定期記録


（a）看護婦志願者は、応募用紙に印刷された質問用紙に答える。訓練の規則は裏に印刷されている。

（b）1か月間の試験期間に入る。日程表と諸々の職務のリストを受け取る。もしその志願者が1か月後、見習生として受けられるとすると、次のことがある。

（c）見習生ひとりひとりの記録が各病棟婦長またシスターに渡される。その記録には学ぶべき種々の職務のリストについて項目が印刷されている。病棟婦長又はシスターは週に一度、適当な評点を項目に記す。マトロンは、病棟シスターの報告書を彼女とそのときのホーム・シスターとで点検し、一人ひとりの見習生について各主任に聞き出してから、主任の報告書にマトロンとしての意見を記録する。定められた時期に、医学教師はひとりひとりの見習生について別々に、病棟シスターが、その見習生にかけていると記録した職務について、病棟シスターとマトロンの立合いの下に、試験をする。また、マトロンだけの立会いの下に見習生一人一人の記録について各病棟シスターに試問を行う。ホーム・シスターも学級とホームで見習生の行動の記録をもっている。

（d）一人の見習生につき、2ページの記録簿に、ホーム・シスターの協力によりマトロンは月ごとの経過をつける。それは、病棟シスターの記録にも対応照合され、訓練の全期間中ごとに記入されていく。これら記録間の評点は年度末には一致しているはずである。もしそうでなければ、誰かが所信を曲げない勇気を失っていたことになる。最初の一年の課程を経た見習生の経歴や人格などの私的な事柄に関する記録が追加されて、上述の記録簿は彼女がその病院を去るまで経過が記されて行き、当局と彼女のあいだの連絡が保たれている限り保存される。このことは彼女を勇気づけることになる。

（e）見習生一人ひとりの学習の進捗について、病棟シスターが週ごとに、マトロンが月ごとに、記録をつけてゆく一方で、見習生自身は病棟の仕事の日誌をつけ、受け持った事例とその治療について日々の変化も併せて記していく事例報告を書き、広義のノートをとるということが要求される。そして、これらを注意深く調べれば、訓練の結果とひとりひとりの見習生の素質を記録する上で重要な事項がわかってくる。医学教師は月ごとの記録に専門的な観点から意見を書き入れる。

（f）医学教師または見習生に講義をする病院教授は、マトロンやホーム・シスターのいる前で口頭試問を彼女らに行なう。彼女らの講義ノートを調べ評点をつける。その評点はひとりひとりの見習生に知らされる。

（g）見習生のうちで少なくとも次の人たち、すなわち、他の人を訓練すること訓練されている見習生は、一年に四回の医学教師による筆記試験を受ける。評点がつけられ、一人ひとりに知らされる。優秀な成績に対しては賞が与えられても良いだろう。

　以上、看護訓練の成果があったかどうか、また進んだか進まなかったかについて、今行われている試験について述べた。このような規則正しい系統的なやり方がないと、訓練学校を実際に組織していくことはできない。訓練のための学校の長は、一人ひとりの見習生が実際に何を行っているのかを吟味し知り抜いていることが必須であるし、また見習生に対して彼女がどこまで進んでいるのかを知らなければならない。見習生に良く学ばせたいという願いを持っているのがマトロンでなければならない。―このことは普通考えられていることよりも大切なことである。しかし、こればかりでなく、母親のようなこれと言って形のない導きと観察が絶えずなされなければならない。見習生たちは本当にマトロンの子供でなければならない。ホーム・シスターは本当に彼女たちの母でなければならい。そういう母親を持たない訓練学校は、両親のそろっていない子供よりも質が悪い。さらに訓練場の事柄では女性でなければ女性を理解できないということを付け加えておきたい。


【註解】
　見習生一人ひとりの看護記録が各病棟婦長またシスターに渡される。その記録は、病棟婦長又はシスターによって、週に一度、適当な評価がなされる。マトロンは、病棟シスターの報告書を彼女とそのときのホーム・シスターとで更に点検し、一人ひとりの見習生について各主任に聞き出してから、主任の報告書にマトロンとしての意見を記録する。定められた時期に、医学教師はひとりひとりの見習生について別々に、病棟シスターが、その見習生にかけていると記録した職務について、病棟シスターとマトロンの立合いの下で試験をする。また、マトロンだけの立会いの下に見習生一人一人の記録について各病棟シスターに試問を行う。
　見習生一人ひとりの学習の進捗について、病棟シスターが週ごとに、マトロンが月ごとに、記録をつけてゆく一方で、見習生自身は病棟の仕事の日誌をつけ、受け持った事例とその治療について日々の変化も併せて記していく事例報告を書き、広義のノートをとるということが要求される。
　以上のように、看護訓練の成果や進捗状況について評価を行い、規則正しい系統的なやり方で行われる。このようなしっかりした体制と評価が出来ていなければ、訓練学校を実際に組織していくことはできないとナイチンゲールはいう。
　訓練のために、学校長は、一人ひとりの見習生が実際に何を行っているのかを吟味し知り抜いていることが必須であるし、また見習生に対して彼女がどこまで進んでいるのかを知らなければならない。看護見習生に良く学ばせたいという願いを持っているのがマトロンでなければならない。そして、母親のような存在で導きと観察が絶えずなされなければならない。看護見習生たちは本当にマトロンの子供でなければならない。ホーム・シスターに至っては本当に彼女たちの母でなければならい。







五　訓練のための学校の職員



（１）訓練のための学校の監督は病院のマトロンであり、病院にいるすべての婦人の長でもある。彼女はできるときは必ず見習生の講義とデモンストレーションと口頭試問に立ち合っている。彼女は見習生の選抜と退学についても、部下の人々（ホーム・シスターや病棟シスター）が訓練に際してとった当然の行動についても責任を担っている。彼女は病院とホームの女性の長たちと非公式の会合を開いて、見習生や看護婦たちに対する意見や知識を交換する。

【註解】
■ナイチンゲール看護教育システムの特徴―マトロン（Matron）と呼ばれる看護総監督 　
マトロン（以降，看護総監督とする）という言葉はイギリス独特の使い方であり、上流階級の一家の主婦の尊称である。これが病院においては公的な組織の女性の長に対して使われるようになったとされる。看護総監督は現在の看護部長及び総婦長の地位に該当する。ナイチンゲールの看護教育方法を先述したように、看護師学校を病院付属にし、女性達を見習い看護師として採用、現場で実際、患者に接しながら模倣するという形で一般看護業務を学ぶ事であった。その為、必然的にその教育の最高責任者は病院の看護総監督が担う事となり、見習生達はその支配下に置かれた。
『看護覚え書』では「病気の定義」をする一方で、人の健康を維持するのに必要・不可欠な要素を身体的・精神的・社会的側面から述べている。特に労働者のいる事業所での無理な姿勢、運動不足、短い食事時間と栄養不足、長時間にわたる過酷な労働，不潔な空気の中で引き起こされる病気は決して職場環境と密接に関係があり、「そうした日常が人々の健康レベルを下げ、身持ちを悪くさせ早すぎる墓場行きへと駆り立てている 。」と述べ、雇用者が支払う賃金と引き換えに、労働者たちは労働と健康と、そして生命とを提供しなければならないのであるとも述べている。更に、ナイチンゲールは次のように言っている。
『仕事場についていえば、労働者は健康が唯一の資本であることを忘れてはならない。そして、働く場に清浄な空気を確保する方法を考え出し、それを実現するように互いに理解し合うことが必要である。清浄な空気は健康を保つうえに主要な作用を及ぼすものの一つであるからである』（病人の看護と健康を守る看護）
人々の健康とは身体的・精神的・社会的因子によって害される。しかしながら、当時のヨーロッパにあっては、人間の健康に関する限り、それら相互の因果関係についての研究は未だ不充分な段階にあった。無知が病気に、病気は貧困を生み、そして、貧困が無知にという社会的要因と健康との因果関係についても社会学的研究で問われた問題でもあった。人間としての生を受ける前に先天的に何等かの障害を受け、形態的・機能的に影響を受けとる場合の自然的不平等は、社会的諸状況が直接・間接的に個人の健康に影響を与える社会的不平等にもつながる。ゆえに、人々の健康問題は、何年も前から気づかれずに人の身体や精神に影響を与えつつ、そこには社会的問題も内在していたのである。
ナイチンゲール自身が、女性の専門職を創設しようと試みること、それは、彼女が経験し認識した社会問題とその解決・改善のための取り組みでもあった。そして、医療の分野において新しい女性の為の専門職を創りあげるという前人未踏の創造的な取り組みに着手していったのである。
上記に示したように、彼女が実施した看護教育は一般に『ナイチンゲール方式』と呼ばれる看護婦教育システムシステムになった。それは①マトロン（Matron）と呼ばれる看護総監督の存在、②寄宿舎におけるホーム・シスターによる教育、③医師による基礎専門教育、④病棟シスターによる実践教育に特色がある。
　今日の看護教育の質的向上を考えるときに、あるいは現在の看護教育の問題を考えようとしたときに、看護教育草創期のナイチンゲール方式と呼ばれたその教育の特徴を伝承しつつ、新たな教育の方法を模索し、新しい展開へと進むことが次代を受け継ぐことこそ、今日の看護教育機関に課せられた課題であり責務であると言える。

（２）訓練されたホーム・シスター。学級の教師でもあり、見習生たちの女教師でもあるは、ホームに居を構えている。ホームとその従業員、そして、見習生たちの面倒を見るのは訓練されたホーム・シスターである。彼女は上級の見習生に、週に少なくとも二回と、下級生に二回の授業をもち、医学教師の行った講義の演習を行う等々。他の人々を訓練することの訓練を受けている見習生―つまり、ゆくゆくは看護婦の指導をする病棟シスターやマトロン監督になる人たち―に対して週に少なくとも二回の午後の監督をする。また、このうち、一回は直接の指導を行う。彼女は讃美歌や聖書の学習も指導する。彼女は臨床講義や他の講義とデモンストレーションと試験とのすべてに出席する。彼女は月ごとにマトロンに報告し、マトロンを通じて折々に病棟シスターと見習生たちの仕事ぶりや性格についての長所と欠点について、また、それに関してどのように手を打つべきかについて意見を取り交わす。
　とりわけ大切なことは、ホーム・シスターは見習生一人ひとりについてその人のために気を配り、心を尽くしてその人を神に導くなどしつつ、見習生たちの母親的存在でなければならないことである。彼女はどうすればホーム（家庭）にならなければよいか知っていなければならない。―欠けているものを絶えず補い、たえず思いやりを持って看護見習生に接しなくてはならない。そして、この思いやりは実例としても教訓しても教えられなければならない。ホームは身体の健康や技術的且つ理論的な学習のためばかりでなく道徳的かつ精神的な生活のためのホームとなっていなければならない。


【註解】
■ホーム・シスターと寄宿舎制度 　
看護師規則には、看護師の宿舎は病棟勤務に便利な位置にしなければならないと規定され、見習生達にも独立した寄宿舎が与えられた。寄宿舎（Collegium）は単に厚生施設としてのみ存在したのではない。見習生達の寄宿舎には常にホーム・シスターが寝起きを共にした。ホーム・シスターは学級の教師であり、見習生達の女教師である。彼女は見習生達に授業を行ったり技術・演習を行ったり、臨床現場での講義やデモンストレーションを行ったり、試験の監督を行ったりした。彼女は寄宿舎での見習生達の状況を月一回、看護総監督に報告をする義務を負い、看護総監督はその報告を通じて見習生達の病棟での学習状況を知り、指導方針を立てるのである。また、医師による基礎教育で見習生達が不足していると考えられた医学の補足授業も行った。この補足教育には恐らく、初等教育的な『読・書・算』の能力開発なども含まれていたようである。
1860年代のイギリスにおける女子教育は未だ十分な教育が行われているとは言えなかった。ホーム・シスターは、看護見習生達一人ひとりについて日常的に気を配り、心を尽くしてその人を神の教えに導くなど、見習生達の日常生活を道徳的に感化させる役目もあった。その為、女性達を宗教的に教化するべき賛美歌や聖書の教育を行った。

　ナイチンゲールは看護学校を評価して「環境は道徳的で宗教的かつ勤勉で節度ある上に朗らかな調子や雰囲気に満ちている。だから、どの階級の若い善良な女性が入ってきても、心身の健康を損なう心配のない一つの『ホーム』として訓練学校と病院とが運営されている。道徳的で精神的に高める援助があり、慈しみに満ちた母親の様な気遣いが全てに及んでいるので、全体が優れた女性達を訓練し、誘惑を退けさせ、現実に与えられた仕事に取り組む事ができる状態になっている。」と述べている。

　これらの記述からも理解できるように、寄宿舎は看護見習生にとって道徳的であるように、精神的に感化されるようにするための重要な位置づけのもとにあった。そして、見習生たちを外部の誘惑から遮断させ、実際の臨床の現場で与えられた看護の仕事に取り組むことに集中できるようにした。見習生達は寄宿舎で、『聖書』を中心とした道徳的教育を受けた。『ナイチンゲール基金による見習生の時間表』に見る見習生たちの日課において、この道徳教育に時間が与えられていた。ホーム・シスターによって寄宿舎内の日常生活が管理・監督されていたことは、修道院や軍隊的色彩と同様の規則正しい生活が導入されたものと考えられる。実際、寄宿舎では20時30分に帰寮、22時に就床、翌朝６時に起床、朝食を済ませて７時に病棟にでかけると言う一日の生活の流れであった。綿密に計画されたこの一日の時間表からは、看護の仕事以外に目を向ける時間的余裕は無いと言える。見習生達の就業時間は日勤が午前７時から帰寮が午後２０時30分であり、昼食時間の１時間を差し引いても12時間と長時間に及ぶ。産業革命により工場法が成立した頃のイギリスでは工場労働者のほとんどが16～18時間労働を余儀なくされていた。1847年に『10時間法案』が婦人と子供の時間を制限している。それから十数年は経過しているのであるから、一般労働者と比較しても長い労働時間といわねばなるまい。こうした時間に病棟での就業時間の12時間を合わせると残る時間は僅かである。12時間の就業時間のうち課業に費やされる時間は僅かに１時間30分であるから、その大半は看護法の習得に充てられた。他に８時間の睡眠、毎日２時間の運動とレクレーションが設けられた。この僅かな時間で洗面や自然の要求を考慮すると個人に残される時間はない。即ち、考えるゆとりもなくなるのである。彼女達は細かな時間表で管理され、病棟師長の許可なく病院外にでる事は許されていない。ナイチンゲールが見習生に与えたこの労働時間、それは基本的には労働者には勤勉性をという考えが反映されたと言える。
女性を訓練すること、それは社会の一大改革でもあったのである。女性達を道徳的にする事、即ち、それは社会で有用な存在にする事であった。寄宿舎を神聖な場所として位置づける神的な雰囲気、道徳的な雰囲気における教育は見習生達の心が教化されるように配置されたものである。
　ナイチンゲールは、『優れた看護師は優れた女性である』と繰り返し述べ、その知性、倫理、実践の全てにおける最上のものを患者に惜しみなく分け与えることができる看護師が優れた看護師であると述べている。どう行動するべきかを考えることのできる能力、それに従って有徳な行動をすることが道徳的なのである。
　教育哲学者のオットー・フリードリッヒ・ボルノーは、教育の作用には『創る教育』と『待つ教育』があると述べた。その意味でナイチンゲールは自己の価値規範に従って、徹底的に『創る教育』に専心し目的を実現したものと言える。
　ナイチンゲールは、看護を『professional』な職業であると述べつつ、ある時には専門職ではなく『看護は神の僕としての仕事』つまり『calling』 あると述べている。『Calling』とは通常天職と訳され、『神からの召し出し』といった意味合いがある。ナイチンゲールは自分の望んだ価値規範まで女性達が高まるよう教育する為に、修道院のような寄宿舎を提供しようとしたのである。

（３）病棟シスター（婦長・訓練看護婦）。看護婦のあらゆる職務について見習生を訓練するのが病棟シスターである。
　病棟シスターは、（ホーム・シスターも同様であるが）見習生についてシスターの記録簿に書き込んだ。好ましくない報告を見習生に知らせる勇気を失ってはならない。それを知らせないことは、見習生に対して公明正大さを失った仕打ちとなるからである。
　病棟シスター、または彼女に指示されたスタッフ看護師は、新入生の見習生一人ひとりに仕事をどう行うかを教える。―どのようなことが行われるべきかではなく、行ってはならない事をするにしても、行われてはならないことをどのように避けるかと共に、行うべきことをするにしても、行われてはならない仕方を避けてどのように遂行したらよいかも教える。
病棟シスターは見習生をどのように教えるかについて看護婦に教えるべきである。「病棟シスター」は病棟での重い仕事を持っているため、いつも見習生に全ての必要なことを教える時間的余裕がない。そのため、折に触れて見習生の諸々の職務は教えられたか、それをどのように行ったかなどについて見習生に質問する必要がある。その時シスターは、これらのことを言葉で表現して答える事は見習生にとって、ためになると心得て行わなくてはならない。そのような学習の確認のために、シスターは折に触れて見習生を一人一人伴って自分の病棟に巡回に行き、見習生が受け持ちの症例一つひとつに何をおこなったかを―それを正しく行うことを学んでいるか、そしてなぜそう行うかを知っているかを試験する。
　また、病棟シスターは見習生を訓練して自分自身の信ずべき医学的根拠を理解しつつ、それにてきぱきと従うとは何であるべきかを見習生に教える。病棟シスターは、見習生を病院の召使とみてはならない。病院のシスターや看護師になるために訓練されている生徒として遇するべきである。訓練にあたっている看護婦は、生徒としての看護婦にとって橋わたしの役目をすべきである。「将来ひとのかしらとなる人を橋渡しとなすべきである。」病棟シスターは見習生を単に生徒だと過少に見て評価してはならないし、また過大に見てもならない。そうでないと、見習生が自分自身を単なる生徒だと考えてしまうと、かえって補佐の看護婦としての成長が抑えられてしまうし、また、将来にわたって実際の看護婦としての成長も小さくなってしまうからである。訓練に当たっている看護婦は、生徒としての看護婦が自分の受け持っている事例に興味を抱くようにしむけなければならない。生徒はその病人の苦しみを感じ取らなければならないのであり、もしそれらの事例がどのようなものであるかがわかっていないのならば、生徒はその事例に看護婦としての興味を持つことができない。彼女が関心を抱いた事例に対しては、彼女の看護は二倍の働きをする。　
　全体の状況に対して鍵として働くのは、病棟シスターである。というのは、訓練されたマトロンは、彼女を通じてはじめて、病院中の看護婦や見習生や病棟のメイドそして患者に影響を与える事ができるからである。
　　見習生が夜勤に配されたとき、夜勤監督が彼女たちの訓練に責任を持つ。夜勤は一年の訓練課程が終わってからの方が望ましい。

【註解】
■病棟シスターによる実践教育 
　病棟シスターは看護総監督(マトロン)同様に、見習生達のあらゆる職務について教育、訓練を行うのが役割である。病棟シスターの任務は、看護師規則に規定されている。その職務は主に病棟の業務の効率的な遂行に関するものであり、その責任と権限を明確にしたものである。見習生達 は各病棟の実習に関しては病棟シスターと呼ばれる看護監督（現在の師長の職）達が教育指導に当たった。
　ナイチンゲールは、看護とは「患者の生命力の消耗を最小にするように整える事を意味すべきである。」と述べ，病気状態にある患者の体力の消耗が最小限になるよう食事や水、空気や陽光、清潔や排泄といった基本的なニードに関して充足できるよう整えることであると述べている。それは看護法の修得にあり、人の健康回復に支援する事である。
　つまり、ナイチンゲールが提唱した教育のＢは，病気を有した人にいかに支援するかを学ぶことである。彼女たちは、ナイチンゲール基金との仮契約が済むと外科や内科の病棟に配属され、病棟シスター（今日の病棟婦長と同じ役職）によって実践指導が開始された。そして、実践指導はある特定の病棟、例えば男子外科病棟で１～２か月、あるいは三か月間継続して訓練が為された。最初の一か月間は試用期間であり、彼女達の適性チェックの期間である。 
見習生達の職務として学ぶべき技術的な項目は、以下の十三項目である。 

①水泡、火傷、はれもの、創傷の手当て、罨法、パップ罨法、小包帯を用いる 
②蛭の内的外的用法 
③男性・女性に浣腸をする 
④脱腸帯と子宮疾患に使用する器具の取り扱い 
⑤躯幹と四肢の最も効果的な摩擦法 
⑥動けない患者の取り扱い、即ち移動、衣の交換、身体の清潔、食事、保温（または 冷やす）、褥層の予防と手当て、体位交換 
⑦包帯法、包帯つくり、巻軸帯つくり、副子包帯のあてものをするなど 
⑧患者のベッドつくり、患者が寝たままの状態でのシーツ交換 
⑨手術に付く事が望まれる 
⑩病人用全粥、くず湯、卵酒、プディング、ナイチンゲール方式による看護教育の特徴とその拡がり 飲み物の調理が良くできる事 
⑪換気への配慮，昼夜共に病棟内に新鮮な空気を保つ事，あらゆる器具類が最高に清潔であるようこころしておくこと、調理器具と同様に排泄に使用した器具についてでもある 
⑫次の点に付いて病人を厳密に観察する事 排泄物、咯痰、脈搏、皮膚、食欲の状態、 精神錯乱や昏睡などの意識状態、呼吸、睡 眠、傷や発疹、化膿の状態、食事の影響、 刺激物および薬剤の影響
⑬快復期患者の扱いに付いて学ぶ事 　

以上に加え、内科、外科における『看護法』を学ぶことになっている。蛭の内的外的用法や躯幹と四肢の最も効果的な摩擦法等は現在採用されていない技術であり、当時の独特な治療法に由来するものである。
その治療法は、悪い血を取り除くための治療法であり、一種の瀉血である。摩擦法は循環を促進する意味で身体への働きかけとしてよく使われるが、それは単に身体的働きかけのみならず、リラックスなど精神的療法としての効用が期待されている。そして、　　　　
今日の看護技術では 、タッチング（touching）やヒーリング（healing）という新形式の看護技術などがある。これらと類似の目的を持ち、古くて新しい技術が摩擦法である。また，脱腸帯は近年まで実施されており、筆者も患者に使用法を指導した経験を持つ。子宮疾患に使用する器具の取り扱いや手術介助などは外科に属する項目であるが、その他は概ね、現在の基礎看護技術に相当する内容となっている。この様な医療行為に伴う技術および直接的な看護技術の実践の他に病棟の業務日誌の記録が義務付けられていたのである。これらの記録は患者管理上の記録として、あるいは看護法の法則性を追及するための資料として、あるいは看護見習生達の学業の評価の資料にもなった。
　看護見習生は、『就業期間中の看護師の個人特性及び習得技能に付いての月ごとの記述』という評価表及び総評という記録簿によって病棟シスターによって評価された。病棟シスターは見習生と同じ職務に関するガイダンスと一致する綴り込み帳を持ち、週一回評価を行い、看護総監督に報告する義務を負った。その評価は入学時に示された「あなたに要求されること」に該当する行動や態度の評価、先述した「熟練すべきこと」に掲げられている看護技術の到達度評価を行った。 
　特に、ナイチンゲールは見習生達に医師達が行う臨床講義の『講義ノート』を作らせ、病棟での実際の看護を通して症例を記録させ、これらと理論的に学んだものとを突き合わせて分析する事を義務付けた。又、日々の症例報告には「体温」や「脈搏」等のような項目をつけさせ、これらの観察と経時記録、病気の始まり、経過の観察とを記録させ，分析するよう義務づけた。ナイチンゲールは「看護師は脈搏のいろいろな変化の意味と脈の性質が意味している事を理解しなければならない 。」と述べ、疾患との関連性について言及している。患者の変化の一つ一つを見逃さない為にも、先に述べた専門基礎知識と実践における観察との突き合わせが必要である。こうした経験の連続が知識となり、次に起こり得る事を予測できるようになり、他の臨床ケースにも適用できる。
　ナイチンゲールは、臨床経験を大きな学習の機会とし、見習生に対しより実践的な臨床訓練の重要性を繰り返し主張した。そこで観察した事や経験したことを記録させる事によって自己の看護を総括・評価させ、また、新たなステップにさせようとしたのである。経験学習とは観察によってえられた一定の性質であり、この連続的な経験が一つの学習を成立させる。ナイチンゲールは経験の概念を一つの法則として十分に説明付けることはできないと述べながらも、この経験の概念を学習のステップ・アップに使用したのである。
　ナイチンゲールの看護観察は、看護が始まる在り方をより科学性をもって証明するものである。一人の患者の看護を通して学んだ事と理論で学んだ事を比較しながら、自己の看護を振り返らせる手法はより科学的なものであり、今日でも有効な実践的教育手法である。　
また、ナイチンゲールは見習生を教導する病棟シスターの資質に関して厳しい見解を示しており、「自分自身の主になれないものが、他人の主になったりすると、なまじ支配権を持ったがゆえに、ナイチンゲール方式による看護教育の特徴とその拡がりぶりが、かくて不誠実な性質が頭をもたげてきて、皆のすべてをわが物にしたくなり、しかし誰からも何もえられないと言うことになる。いつも恐れと混乱と当惑と疑念と錯乱の中にあって、益々不誠実で妬み強くて邪悪となり、自分にも他人にも悲惨を招く原因となる。「己を抑制する事もできず、己を律することのできないような者が、どうして他の人々の頭に立ってより高い見地から良く他者を制することができるであろうか。己に対して最も優れた主となり得る者のみが，良く他者の上に立つことができるのです 。」と述べている。自分自身の主とは自分を律する事のできる主体的自己の事であり、自己管理ルのできる看護婦である。人を教育、指導する立場の者は自己の感情を抑え、理性的である必要がある。その為には自分自身を良く知っている事が大事である。病棟シスターは看護総監督や ホーム・シスター同様、道徳的に優れた人物が任命され、この個人の優れた特性が見習い生達に感化されるように期待された。

（４）医学教師。定められた職務を受け持っている病院スタッフの一員である医学教師は、次の種々の講義をする。看護の職務と特につながりを持つ内科や外科の項目についての一連の講義。看護婦にふさわしいようにした解剖学や他の科目の図によるデモンストレーション。生理学・解剖学・主な動脈の位置などの基本的な知識についての授業を行う。包帯についての授業。病棟と患者の両方における衛生についての授業。食事に関する授業。疾病の原因についての授業。救急時に何がなされるべきかについて。主種々の手術や疾病のためのベッド・メイキングについて。彼はまた、他の人を訓練することの訓練を受けている見習生に対して系統的な読書計画を立てる。一年に少なくとも四回筆記試験をする。小論文の題目を与える。それを調べて評点を記す。彼は見習生全員に口頭試問を行い、講義のノートを点検し、彼女たちの「事例報告」を調べる。彼は自分の受け持ちベッドで臨床講義をする。そして、彼の事例に書かれた「事例報告を点検する。症状を教え、症状が何を示しているか、そして、なぜ各の治療が行われるかを教える。また、事例について快方に向かっていることが何の兆候によってわかるのか、何の徴候によって悪化しているのかを教える。また、見習生たちがお互いに教え合うように彼女たちを指導する。あらゆる観点から彼は看護婦が看護している事例に専門職業的な興味を持つように励ます。彼は内科や外科の書物の中にそれらの事例が記されていることを示すであろう。決められた時々に見習生一人ひとりに対して別々に彼女が不得意であった職務について確かめる目的で試験をする。また、病棟シスター一人ひとりに対して別々に見習生を指導した経験の記録に関して質問を行う。見習生の訓練の一年の終わりごとに彼女の能力と訓練による専門的な分野での成果を彼は記録簿に記録する。医学教師は分別のある年齢の経験豊かな医師であり、生徒としての看護婦に対しては本当の父のようであり、また、マトロンが安心して相談のできるような人物であるべきである。もし病院に長く専従している医局員の内でこの目的にふさわしい人がいたならば、彼こそ医学教師となるべきなのである。 
（４）団結心は奨励されてよい。「もし、私がこのことをすれば、私の学校に泥を塗るようなものだ。もし私があのことをすれば、わたしの学校の名誉となろう。」といというふうに考えることは大切である。看護婦は自分の母校に誇りを持つべきである。自分の学校やそこの医師たちが世界で一番だと思うことはよい。他の病院とはお互いに励まし合って向上していくとよいのであって、すべての訓練学校と病院とは互いに励まし合って向上していくとよいのであって、すべての訓練学校と病院の看護婦たちを一緒くたにして、区別もなくひとまとめに考えることは勧められない。
　しかしながら、この訓練のための学校に規律がほとんどないかあるいはまったくないと言う場合には、団結心はむしろ害となり、全く益とはならないのである。

【註解】
■医師による基礎教育 　
　ナイチンゲール方式による看護教育では、看護学生達に基礎教育を行うこととなっている。
ここでいう基礎教育とは、看護専門職の育成のための教育の臨床実習をする前の理論的な教育のことである。

　ナイチンゲールは、看護師の学ぶべき内容のＡは病気に対する理解であると述べている。彼女によれば、『すべての病気とは、その経過のどの時期を取ってみても、程度の差こそあれその性質は回復過程であり、必ずしも苦痛をともなうものではない。つまり病気とは、毒されたり、衰えたりする過程を癒そうとする自然の努力の現れであり、それは何週間も何か月も以前から気づかれずに始まっていて、その時々の結果として表れたのが病気の現象なのである。』と言っている。
　病気の原因を環境との相互関係性において考察し理解したナイチンゲールは、当時主流であり、ヒポクラテスの時代から引き継がれた思想でもある『自然の法則』を彼女の看護論において採り入れた。つまり、ナイチンゲールによれば、周囲の環境を十分観察し、その病気の原因を見いだすことができ、その環境を整えることをすれば病気は自然に回復するというものであった。
ナイチンゲールが述べているように、人間の体内には自然の回復力がある。そして、看護師はその専門的な知識で介入し、その回復が促進されることを整えるのである。母親の体内を含む、人の成長・発達の過程で様々な因子が働いてその人の健康が障害されるが、その何時の時期であっても社会に適応できる、つまり、「生きていける」という事が基本的な課題であると言える。彼女が述べたように、病気とは発病と同時に回復過程であり、何週間も何か月も時には何年も前からきづかれずに始まっており、このように進んできた以前からの過程の、その時々の結果として現れたのが病気という現象なのである。つまり、病気は日常生活の中で人と環境の相互作用によってつくられる。
看護の対象である人間理解のための知識として、身体内部のメカニズムがどの様になっているのか、その機能がどの様に働いているのかを知ることは、看護行為の中で実に重要な部分であると言える。健常な人の身体を骨格や神経・筋肉といった生物学的側面から知り、更に血液やホルモン・水や電解質等の生理学的側面の理解、更に食物が摂取された後，身体内部でどの様に消化・吸収・排泄がなされるのか、取り込まれた食物が身体内部でどのように化学反応を起こして処理されていくのか。つまり、身体内部の生化学的側面の理解は人間のからだが正常に機能するための必須の要件である。


訓練についての一般的考察

　一年間の訓練は看護婦に看護のＡＢＣを教えるに過ぎない。―つまり、自分ひとりで学ぶこと、医師の指示を理解することを学ぶこと、そして、自分自身の経験から学ぶことなど、それらをどのように続けていくかを教えるに過ぎない。というのは、単なる経験だけでは例の「乙が甲の後に起こったから、甲が乙の原因である」考える論理的誤りに陥ってしまうからである。

訓練を受けていない看護婦は、目に一丁字なく自分の犯した誤りの経験からしか学ぶことをしない人と同様である。内科医や外科医の指示を生きている身体に対して行うときに誤りを犯すことは危険このうえもないことであり、ひょっとすると患者を殺すことにもなりかねない。

訓練をうけることによってはじめて、看護婦は自分が見ているもの―事実―を真に見、言いつけられたことを行うことができるようになるのである。―それも単に「経験の法則」によってだけでなく、彼女の考えのなかで彼女を導いていく思考や観察の法則に従って行動することができるようになる。もしそうでなければ、彼女は生よりもむしろ死から得た経験によって自分の誤りを見つけていくか、あるいはまったく見つけないという不幸なことになるであろう。
　近年、道具を改善したり、観察用の計器を改良したりすることによって、内科学・外科学・病理学、特に衛生学が大幅な進歩を示した。看護はそれらの学問の実行の担い手であるから、学問の進歩に遅れないように訓練されていかなければならない。二十年前の良い看護婦は、現在、内科医や外科医から要求される仕事の二十分の一の仕事をしていればよかった。彼女はかつての訓練は済んでいるが、今なお、一年間いや二年間さえも指示に従って病院における訓練を受ける必要がある。それどころか今日では、病院を離れてから五年ないし十年ごとに看護婦には二度目の訓練が必要になってきている。看護は内科よりももっと多くの器具、外科とほとんど同じくらいたくさんの器具を必要としている。医師は生きる力を患者に供給するようにと処方する―そして看護婦がそれを供給するのである。

　いかにして神が健康を創りたもうか、いかにして神が病気を創り給うかを看護婦は訓練によって学び取る。

看護婦は訓練によって自分の本務を知る―その本務とは、生と死、健康と病気という途方もない大きな出来事のただなかで、正確に観察すること、理解すること、正確に知ること、実行すること、正確に報告することである。
　
訓練によって看護婦は、自分に与えられた指示を実行する際に、最善のことをなすことができるようになる。―つまり一個の機械としてではなく、一人の看護婦として、すなわち、命令によって水を運び続けるコルネリウス・アグリッパの魔法のほうきのようにではなく、理解力を持ち責任をもっている人間として最善のことができるようになる。

訓練を受けることによって、看護婦は医学的指示や諸権威に対して奴隷のように盲従するのではなく、それによって忠実であるようになる。指示に忠実であることの真の意味は、自分自身の考えをもつこと、言い換えれば強い責任感をもつことを抜きにしては考えられない。まさに、これが真の信頼を生むのである。訓練はその前後において看護婦にある違いを生じせしめるのだが、それは前もって用意された標本を単に見る研究者と自分の考えで標本をつくり見る研究者との違いなのである。
　
訓練によって看護婦は、内科医または外科医の知力と知識とに厳密に従いながら、私たちが動かしうる生の諸力―健康といのちを回復する生の力―にどのように働きかけたらよいか、すなわち、彼女に託されている健康へのメカニズムをどのように働きかけたらよいか、すなわち、彼女に託されている健康へのメカニズムをどのように円滑に働くよう保つかを学ぶのである。


　訓練によって看護婦は、看護がいのちのために大きく働いている―たとえば注意深い世話、発病率、疾病期間、死亡率などについて計算してみると、充分な正確さで大きいといえる―ということを学ぶ。
　
さて、『規律こそ訓練の本質』である。規律と言えば人々は演習や気を付けの姿勢で行うこと―ある人は、自分をむち打つこと、ある人は子供をむち打つこと―を連想するかもしれない。しかし、つぎの言葉に耳を傾けてほしい。おそらくほかの誰よりも訓練において豊富な経験を持っているある貴婦人の言葉である。『それ（規律）は教育であり』指示であり、訓練なのです。それは実際私たちの道徳的・身体的そして精神的な能力を―この世の生のためではなく、未来のより高い生のためにこの世の生を訓練叔母と見ながら―いきつくところまで展開させていくものなのです。しかも、規律は秩序と法則を内に持っていますし、また、自然の法則（神の法則）を知れば知るほど、私たちは秩序や方法やあらゆるもののために相応しい場所やその働きがよくわかるばかりではなく、それらの在り方が材料の点でも力の点でもまったく無駄がないことを発見します。私たちは、また、急ぐ必要のないことを発見しますし、私たちの境遇と私たちの自身の在り方に根気強く辛抱することを学びます。そうして、学んでいくうちに規律はもっと深く私たちのものになってきますし、私たちが今おかれているところでも私たちはもっと満足して働くようになります。また、与えられた仕事をする場合、その結果を見る事に気を配るよりも、その仕事を成し遂げることのほうに強く気を配るようになります。そのようなわけですから、神さまからがわたしたちの「祝福された骨折りの仕事」をつづけていくのに必要な強い忍耐と不抜の信念とを―これこそ神様が多くの人間にとってもっともよいものとご覧になる規律なのですが、私たちに与えてくださると確信しているのです。

【註解】『病人の看護と健康を守る看護』より―修練とは何か―
　修練とは心の訓練の真髄である。見習生の看護婦を指導することに優れたある女教師が、次のように言っている。「われわれの道徳的、身体的、精神的な能力を十分に伸ばしうるものは、まさに教育であり指導であり訓練である。しかもそれは、現在の生活のためばかりでなく、現在を未来のより高い生活のための修練の場であると考えなくてはならない。そこで、修練は、秩序や方法を含むことになる。われわれは、自然の法則（神の法則）についての知識を得るにつれて、秩序や方法やそれぞれのあるべき場所や各自の仕事がわかるようになるし、それだけでなく、物や力や空間に無駄のないことも見えてくる。また、われわれは、あわてることもないとわかってくるし、自分たちの環境や自分自身に対しても根気強くなってくる。そして、学びつつけるにつけてますます鍛えられ、自分が置かれた場所で働くことにより満足を覚えるようになり、仕事の結果を見ようとするより、課せられた仕事を果たすこと自体に熱中するようになる。このように、明らかに神は、われわれに、この『祝福された骨折り仕事』を続けていくため必要な、忍耐力と着実性とを与えてくださるのである。この仕事こそ神がわれわれのほんどにとって最良の修練であると見なされたものなのである。」






Ⅲ　まとめ―ナイチンゲールの近代看護婦養成システムの構造と『訓練』の位置づけ


１　ナイチンゲールの看護婦養成の目的と理想的看護婦像

　看護婦養成システムの構造について述べる前に、ナイチンゲールの近代看護婦養成の目的と理想的看護婦像について述べておく。　　
ナイチンゲールが看護婦養成を目指した動機は、母親を始め上流階級の女性たちが男性への隷属的な生き方としていることに疑問を抱き、『女性であっても生涯をかけて自らの人間的感性を成し遂げるよう努力すべきである』という強い信念から出たものであった。看護の仕事に着目したのは、女性であればだれでも人生のどこかで必ず看護をする場面に遭遇すると考えたからである。つまり、看護という行為をとうしてなら、女性の誰もが自らを教育する機会を得られることになると考え、女性の目的をはかる手段として看護を選んだのであった。
看護実践を女性が自らを教育する機会と捉えたナイチンゲールは、『看護覚え書』の序文にすべての女性が読者対象であることを念頭に、他人の健康に直接責任を持つ女性に考えるヒントを与えるために書いたと記した。『看護覚え書』は、この本を読んで啓発された女性達が主体的に看護の健康保持増進に取り組み、育児や病人の健康にあたることで自らを訓練していることを狙いとした啓蒙の書であると言える。
　
　デロウリイも、「ナイチンゲールは看護学校の第一義的目的を実務看護婦の要請にあてたのではなく、女性の教育という点に置いた」と述べている。ただし、ナイチンゲールの看護婦養成は、単に女性の看護の教養を身につけさせることだけにとどまらなかった。女性が男性に隷属せざるを得ない大きな理由の一つは、経済的に男性に依存していることである。女性が自立して生きて行くために経済的な裏付けが不可欠である事を見逃さず、これを与えることによって自律的に確かさを与えたことも、それまでの看護婦の訓練との大きな違いであると言えよう。

　自立した女性としての理想的な看護婦とは、優れた観察力を持ち観察したことに基づいて自ら判断し、人の健康のメカニズムが円滑に働くように患者の生命力を伸ばすことができる人である。
　そして、医師の診断治療に役立つ看護情報を正確に医師に伝えることができ、医師の指示を確実に実施できる人である。また、これらの能力を発揮することで、自分自身の存在価値を確認することができる人である。こうした理想的看護婦の人間像は、最愛の教え子されるアグネスジョーンズが若くして病死した際にナイチンゲールが掲げた追悼文の書き出し、「魅力的で、心豊かで、若さが溢れ、機知に富んだ女性、さらに思いを胸に納め、更に口数の少ない女性」に集約されていると見ることができる。 

　こうして、ナイチンゲールは、理想的な看護師像を描き、看護師は自分の仕事に使命感を持つべきであるとして、次のように言っている。
『何かに対して使命を感じるとはどういうことか。それは何が正しく何が最善であるかという、あなた自身が持っている高い理念を達成させるために自分の仕事をすることであり、もしその仕事をしないでいたら「指摘されるからするのでない」ということではなかろうか。』（看護覚え書）







２　ナイチンゲールの近代看護婦養成システム構造



　さて、ナイチンゲールは、看護学校を創設すると、看護見習性の選抜をはじめとして、施設設備の具体的な条件や教育訓練の内容全体について細部にわたって指示を与え、それらの内容を論文や手紙に書き残した。そのうちの一部を基礎資料として、施設・設備教育組織、基本的指導要綱、指導課程、教育評価、学校の管理運営の順に整理する。 

１）施設・設備
訓練学校が満たすべき施設設備の要件には、まず、訓練の目的に沿って組織された病院と、道徳的生活やその訓練に適したホームの二つが挙げられている。つまり、学校は技術的な訓練の場としての病院と道徳的訓練の場としてのホームを備える必要がある。
訓練の場を分けたのには、次の理由による。
『看護は病院のベッドサイドや病棟内においてこそ教えるものであるため、病院が重要な訓練の場である。しかし、当時の病院環境は、粗野で無神経な看護婦たちの多くを医師や男性患者と看護婦たちとの淫行など、道徳的な訓練に不向きなばかりか、返って害を及ぼすと考えられるような場であった。そのため、看護婦たちは優れた人物に仕上げ、義務感と優れた感情を育てるためには、別にホームを用意する必要があったのである。
『ホームは祈りや瞑想といった精神的生活のために優れた場』として整えられ、充分な、読書のために専門書を蔵する図書館を付設する。精神的生活のために、各見習生には個室を与えられた。

２）看護見習生を訓練するための教員組織体制
　訓練のための教員組織としてマトロン、ホームシスター、病棟シスター（婦長であり、訓練看護婦でもある。）訓練にあたる看護婦（スタッフの看護婦）、医学教師などを置く。
マトロンとは病院で働くすべての女性の長であり監督者である。その下にはマトロン補佐、ホームシスター、病棟シスター、その他の病院で働く女性たちの長が属する。
マトロンは病院中で最も優れた看護婦である。部下の看護婦たちの模範となる人である。マトロンは学校の最高責任者を兼ね、見習性の選抜、退学、訓練に責任を持つ。学校とホームにはそれぞれ指導のためのシスターをおき、病棟には病棟シスターと医師教師を置く。
公式・非公式に度々会議をおこない、見習生についての情報交換をすることで、統一した訓練が行われるようにする。
　ホームは、見習生たちの母親であるマトロン、姉あるホームシスター、とマトロンの良き相談相手であり父親である医学教師として家庭的雰囲気を作り出すよう努め、学ぶ環境が適切に保たれるよう管理される。
病院の環境はきわめて不道徳であると考えられていたので、道徳的な環境が保たれるように計らうことは就職にあたっても考慮された。「富裕階級の家庭で、ひとりの患者に一日中付き添って看護する個人間後に着くことは勧められなかった。卒業生たちが新しい学校の設立に向かう時には、少人数づつの看護婦を送り出すことを拒絶した。その代わり、病室を受け持つ完全な看護チームを、できればマトロンつきで供給した。少人数または単独では、不道徳な環境に太刀打ちできない、または誘惑に負けてしまうと考えられたからである。 

３）基本的指導事項
訓練の指導事項は次のようである
A）観察力・思考力
看護婦の必要条件は、「自分自身の感覚でとらえられた印象に注意を向ける訓練された能力を持っていること」であり、看護観察力を養うことが求められる。観察すべき項目としては、分泌物、排泄物の性質、食欲、睡眠意識などの状態や質、投与した薬剤の効果等が具体的に挙げられている。そして、観察したことから正しい判断を導くためには、観察によって得た印象を、思索する必要があり、訓練では、「なぜそのようにするか、別ようにはしないのか、症状が示す者や病気や病気の変化を何を示しているのか、また、鋲上の理由などについて教える。言い換えれば、事実に基づいた合理的な思考力の訓練が目指されている。 

B）技術的訓練
看護婦の役割は、「医師が健康保持や病気の回復のために良い条件を処方し、看護婦はそれを達成するように整えることにある。この考えに立って、見習生は、健康保持や患者の回復のために良い条件を整えるための技術を修得する。それらの技術には、ベッド作成、身体の清潔、体位変換、マッサージ、傷口や膣の洗浄手術の準備や解除、出血の応急措置、包帯法などが挙げられている。

C）道徳的訓練
道徳的訓練は、ナイチンゲールが看護婦養成で基本的に目指した「自らの完成を成し遂げようと精進することによって、神に祝福される生き方をする女性」の看護教育の基盤となるものである。それは、「技術的訓練は訓練全体の半分以下であり、ホームで母親のような母を愛によって育てられた道徳的訓練こそが訓練の革新を占める」と述べていることから明らかである。
道徳的訓練はホームで行われる。ホームシスターが家庭的な雰囲気作りと聖書や讃美歌の指導をする。見習生は整えられた環境の中で道徳的生活をすることによって、この訓練を行う。すなわち、神に向かって静かに思索にしたる時を持ち、祈りを捧げ、看護婦が持つべき三重の要素からなる仕事への関心について、自分自身に問いかけるのである。三重の要素からなる仕事への関心とは、症例についての知的な関心、患者に対する強い愛情のこもった関心、患者のケアとキュアに関する技術的関心である。 
ナイチンゲールは、高い使命感を持って行う看護師は、本来のあるべき看護として次のように行うものであることを説いている。

『本来の看護とは、処方された薬剤や刺激物を与えたり外科的処置を施したりすることのほかに、新鮮な空気（換気）、日光、暖かさ、清潔さ、静けさを適切に活用し、食事を適切に選択して与えることなど、すべて病人の生命力の消耗を最小にするよう行うことを含んでいる、そして、家庭での健康を守る看護もこれと同様に、健康な人の生命力をできるだけ高めるように、この同じ自然の力を適切に活用することである。』
（病人の看護と健康を守る看護）

この本来の看護行うために看護師が要求されることは、看護師として三重の関心を持たなければならないことだと言う。

『看護婦に要求されることは、体系的な方法、自己犠牲、慎重な行動、仕事に対する愛着、役割に対する専心、勇気、兵士の持つ冷静さ、母親のもつやさしさ、自信過剰の無いことである。看護婦は三重の関心を持たなければならない。一つはその症例に対する理性的な関心、そして病人に対する心のこもった関心、もうひとつは病人の世話と治療についての技術的（実践的）な関心である。』（病人の看護と健康を守る看護）

４）指導過程
訓練の課程は、全ての見習生のための過程と、彼女たちを指導する看護婦として受け取る、訓練をするための訓練の課程との二種類が用意されている。
技術的訓練は、訓練のための訓練を受けた婦長の下で一年間行い、一定の水準に達したとみなされると病棟で働くことができる。地域看護になるには、さらに三ヶ月間の貧しい人々の病床看護の訓練を、訓練のための訓練を受けた地域看護監督の下で受け取る。
見習生および看護婦は、 マトロンを頂点としたピラミッド型の看護婦組織のもとで指導を受けることによって、それぞれ統率に従う能力と統率する能力と訓練される。
臨床の現場では、見習生および看護婦とも先輩と後輩が組んで勤務し、常に先輩は後輩を指導する立場に置かれる。そうすることによって、先輩は訓練のための訓練を実施する。そして、見習生は看護婦の、看護婦は病棟シスターの休憩や休暇の際に、実際に責任を持って職務を代行することによって責任の負い方を学ぶ。先輩や後輩の良き模範となるように行動し、後輩は先輩の行動をみて学ぶ。つまり、指導者と学習者の直接的な関係の中に、自らを染め込んでいくような感化と呼ばれる指導のあり方が推奨されている。
指導の形態は、学校や病棟での実地の技術的訓練、夜間勤務の実際、講義・デモンストレーション、系統的な読書の勧めなどであり、これらについて講義ノートの添削、症例報告作成、筆記試験、小論文および口述試験などがある。
特に症例報告については、体温、脈拍、弁、排尿回数、行われた治療処置、病気の経過などを丁寧に記すことが求められ、厳密な点検が行われる。

５）教育評価
見習生の学びの進歩の程度を詳細に観察し、その内容は「各看護婦の品行と技術に関する月齢報告書」に記載される。評価方法は、倫理面については几帳面さ、物静かさ、信頼度、見出し、波音、清潔さ、病室管理の項目について、優、良、中等度、不完全等の五段階で記す。技術面は10から12の小項目に、患者の観察の項目はさらに詳細に分けて評価する。
評価の資料は、年に四回行う筆記試験や口頭試問、講義、ノート症例報告、小論文などの記録類及び日常の訓練や生活場面での観察などである。評価の結果は見習生にフィードバックされる。

６）学校の管理運営
学校は、財政上及び管理運営上、病院から独立させる。これは男性の隷属的な立場から女性を自立させるという看護婦養成の基本的な生活を表している。学校を構成する望ましい病院の管理運営形態は、次の三つの要件を満たすものである。
①病院監理委員会によって権限を食卓された長によって管理運営されている。
②強力な医師と医学校を持つ。
③看護婦の指導責任がマトロンに一任されている。
これら三つの条件の揃った病院で系統的な技術的訓練を行ない、担当の病棟シスターは見習生の進歩の状況を記録し保存する。そして、各見習生に個別的に対応した指導者の組織をもつ。また、道徳的訓練に適したホームを病院内に設け、適切に運営する。学ぶための環境の確保の一つとして、時間的にゆとりを重視する。例えば見習生が、病院で学んだことを書き留めたり、症例報告を描いたりする時間を設ける。また、医学教師のたてる読書計画に従って読書する時間について、週に2回、午後の時間を充てるなどである。







３　ナイチンゲール看護婦養成システムの構造の要約
　


　ここまで述べてきた養成システムの構造を要約すると次のようになる。

（１）学校は財政および管理運営上、病院から独立している。
（２）技術的訓練をおこなうための適切な病院を用意すること。また、道徳的訓練のためのホームを用意し、それぞれの場で訓練を行うこと。
（３）教員組織は他の看護婦より秀でた看護婦指導者、病棟での技術的訓練をずっと担当する看護師指導者、ホームによる道徳的訓練を担当する看護婦指導者、および医学的知識を授けるための医師であり医学教師から構成され、秀でた看護婦指導者を頂点にピラミッド型の組織を構成していること。
（４）基本的指導事項の内容と評価の方法には、次のような特徴がある。
①看護観察に基礎を置いた実証的・合理的な思考の方を訓練する
②看護観察項目、習得すべき技術項目のいずれも具体的に習得すべき事項が示される。
③道徳的生活、すなわち、思索と祈りの時を持ち、己の姿を自分自身に問いかけるという道徳的生活をすることによって、道徳的訓練を行う。
④評価は詳細に記録され、看護見習生にフィードバックされる。訓練には、看護婦としての基礎的訓練と、後輩を訓練するための訓練との二通りの課程があること。
（５）指導者は良い看護婦の実際を示し、見習生は指導者の姿から良い看護婦としての振る舞いを学び取るという教え方・学び方が推奨される。
（６）訓練の環境保護的で、学校は卒業生を含めて終生互いに学び合い、励まし合う集団である。個々の学校はおおの団結し、学校間相互に切磋琢磨することが奨励される。







４　考察


　ナイチンゲールが創始した近代看護婦養成システムの構造は、前項の７つに整理することができた。19世紀後半に創始されたこの養成システムは、そのままの形で継承されてきているわけではなく、社会的状況の変化、医学の休息的な発達の変化、また教育科学の発達によって変容してきている。
　まず、養成学校の独立した財政運営である。イギリス本国においても、ナイチンゲール基金を持つ聖トマス病院の看護学校以外のほとんどの学校で実現できなかった。養成学校は病院に付属し、病院の予算で運営された。それは、ナイチンゲールがねらいとした男性の隷属的立場からの女性の自立という基本理念の根幹が崩れることであった。今日の養成施設は病院附属を離れ大学になる等次第に独立した運営へと変化し、この点については時代を経ることによって初期の目的が達成すしつつあるといえる。
　次に、訓練の場として病院とホームの二つを備える方式、保護的な訓練環境および教育教員組織は、病院環境が19世紀当時の状況から大きく変化したことによって解体また変容した。
看護婦の到達目標、教育、メディア及び評価については、今日の立場から見てみると、いくつかの問題があるように見える。技術的訓練における観察すべき項目や修得すべき事実事項は明らかであるが、一定の訓練期間における到達目標は示されていない。ナイチンゲールが描いた究極的な模範はキリストにあり、向かうべき方向・目標は明瞭であるが、一定の到達点に達するという目標到達目標の考え方が出てない。また、指導過程として推奨されている感化と呼ばれる、教え方・学び方は、少人数を対象に常に密接に接触しながら模範となるべき姿を示すことによって行うのであれば有効であるが、こうした考え方は教材の選択や開発によって学生の資質を伸ばす可能性が生まれるという、教育するもの、姿勢がとれていない形である。そのため、教育媒体については提示されていない。ついで、このシステムでの評価は一方通行的な判定作用であり、判定結果の低い学生は退学させられた。　　
　こうした問題点が挙げられるが、これらの問題はナイチンゲール個人にすべきものではなく、 19世紀教育学では未解決の課題であったためである。したがって、 20世紀になって、子どもの権利の思想の発達に支えられながら、教育メディアの発達や教育目標評価の理論が姿を現し、その分野の研究が発達したことによって、これらの問題が解消されつつある。
最後に基本的指導事項を見て行く。第一の実証的・合理的な思考法の訓練は、今日の看護過程につながるものである。今日も重要な基本的指導事項の一つである。第二の観察技術項目の内容もまた、医療技術の変化・進展に即して複雑多様になり、圧倒的に増加しているが、これを明示することの重要性に変わりはない。
　だが、第三の道徳的生活をすることによる道徳的訓練は、次第に受け入れにくいものになっていった。ナイチンゲールは、1893年に示した看護婦養成についての懸念の中で、神に向かう強い熱意の不足や、看護を天職ではなく職業にしてしまうことを指摘している。ナイチンゲールは看護師を宗教職として捉えており、看護婦には神との共同体たるべく努力をすることを求めた。しかし、神の存在との関係において自己実現を目指す中世的な職業観は影を潜め、次第に職業は労働行為として捉えられるようになってきた。だが、看護は人間性が求められる労働行為であり、道徳的訓練で目指されていた「善良で信頼に足りる女性としての資質」を身に着けることの重要性に変わりはない。ここに道徳的生活に変わる道徳的訓練のためのアプローチが必要になってくるのである。だが、この点についてはまだ手がつけられておらず未開発のままである。
中世の修道会の行って来た看護では、慈善と自己犠牲によって病院や患者の魂を救済することが目的であり、修道女たちの訓練や看護実践は看護という教育方針を行為をとうして彼女たちが道徳的に成長することをねらいとしており、その訓練の立場は道徳中心の一元的アプローチであると言える。
　これに対してナイチンゲールが近代看護婦養成システムにおいて目指したものは、看護には確かな知識と技術が必要であると考えたので、道徳的訓練を重視しつつ、技術的訓練を並列させた二元的アプローチを取ったのである。
だが、技術的訓練と道徳訓練と並列した二元的アプローチでは、道徳的訓練は十分に機能しえない。例えば、病院付属の学校運営の元で、医療技術の急速な進歩による習得すべき技術の量が膨大になっていく状況下では、懸念された医師たちの要求に応えるための技術的訓練が優先されてしまう。一方の道徳的訓練については、行動の徳目として取り上げられたり、経験を積むことにゆだねられたりし、看護婦養成における人間性の重要性のみが謳われる事態を生じてしまう。すなわち、上記の元来、ナイチンゲールが描いていた二元的アプローチのままでは、人間性の育成に関する新しい試みも有効に機能し得ない状況に巻き込まれてしまうことになる。 







５　結びーナイチンゲール看護婦養成システムにおける「看護婦の訓練の位置づけ」について


　
　今日の看護師養成における人間性の育成の欠如が繰り返し指摘される根拠を探るために、日本の看護婦養成の基礎となったナイチンゲール近代看護婦養成システムの構造を分析してきた。しかし、ナイチンゲールの看護教育システムのように、繰り返し指摘される人間性教育の欠如と最も密接に関連する二元的アプローチについては、現在の日本の眼語教育においてまだ手がつけられておらず手探りの状態である。
今後、改めて、ナイチンゲールの描いた科学的・技術的訓練と道徳的訓練に着目した二元的アプローチの開発も課題になると考えられる。そのため、なぜ、ナイチンゲールは、「看護教育」という言葉を使用せず「訓練」という言葉を使用したのであろうか。そのことを最後に確認してみたい。
　これまで見てきたように、看護婦や看護見習生への技術的訓練を行うための適切な病院を用意すること。また、道徳的訓練のためのホームを用意し、それぞれの場で訓練を行うこと。そして、看護教員組織は他の看護婦より秀でた看護婦指導者、病棟での技術的訓練を担当する看護師指導者、ホームによる道徳的訓練を担当する看護婦指導者、および医学的知識を授けるための医師であり医学教師から構成され、秀でた看護婦指導者を頂点にピラミッド型の組織を構成していること。
　このようなナイチンゲール看護婦養成システムの特色から、ナイチンゲールの描く看護教育は一方的な教育ではく、看護見習生へ教える立場の看護婦、病棟シスター、ホームシスター、病棟マトロンに至るまで互いが「看護訓練を受ける」場を提供し相互に学ぶ体制が組まれている。それゆえ、その学ぶ場所として『ホーム』が重要な役割を果たし、看護見習生の人格教育へのホームシスターの役割も大きいのである。これらの看護婦養成システムの精神的基盤には、「キリスト教的な友愛思想」が挙げられる。
　次に、看護の技術を身に着けるにあたっては、「実践主義」が重要であることである。看護婦や助産師を育成するには、当時にあって「国家失格」ではなく「実践が大事」であることである。この実践を通じて看護婦個人の思考や人格、そして、何よりも看護のわざ（アート）を身に着ける事なのである。
　そして、看護婦は自分の仕事に『三重の関心』をもたなければならない事、つまり、自分が担当する症例への知的な関心（看護の知）、患者に対する心からの深い関心（看護の心）、そして、患者に対するケアと治癒への技術的関心（看護の技術）が必要であることである。これらの看護における三重の関心を踏まえ、ナイチンゲールが説いているのは、看護アセスメントの訓練、すなわち、「患者についての記録」（看護記録）であり「看護観察」である。
　ナイチンゲールの看護論における『看護観察』は看護を展開する過程での軸側であり要になっている。つまり、看護という病人のケアの仕事は常に観察に始まり観察に終わると言う一連の流れ(看護過程)の中で展開される。それは、観察、判断、実施、評価という一連のスパイラルの流れの中で軸足は常に『看護観察』にあると言える。この看護観察が習慣化されるよう訓練を積むことで看護技術が向上し、アートとしての看護のわざが築かれていくのである。それゆえ、ナイチンゲールの説く看護はあくまでも実践主義的看護であり、単なる教育ではなく『訓練』を通じて看護婦と見習生が互いに習得していくものなのである。
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